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◆基本方針  

 私たちの圏域をはじめ、全国的に少子高齢化に伴い人口減少が進み、地域の維持活動や学生の指

導者不足等、様々な分野で人材不足が問題となっております。その結果、地域コミュニティの希薄化も

進んでいます。限られた人員であっても地域住民がしっかりコミュニケーションを取り合い、関係性を築く

ことで助け合うことができ、これらの問題を緩和することができます。住民同士が関係性を築き、地域の

活動に積極的に関わっていく必要があります。 

 まず、3月に開催される上田市長選挙に向け、立候補者の考えを市民の皆様へ共有する場を創出し

ます。立候補者に上記の課題に対する考えを公平に上田市民の皆様に届ける場を設け、上田市の未

来について共有する機会とします。幅広い世代の方達にこの地域について考えていただくことで、上田

の未来を自分事として捉えていただく機会とします。 

 本年度は第 68回地区フォーラム in 信州上田が開催されます。北陸信越地区の 65LOM のメンバー

に加え、地域の方々など多くの来場者が見込まれます。現在、行政で対応しきれない課題解決を地域で

支える仕組みづくりが進んでいます。地域の人々が自ら課題解決に参加し、様々な世代と交流したり、

多様な経験を得たりすることで、その方達が住む地域がより良くなると考えます。そこで、一人ひとりが

自分自身の地域でできることを再認識するフォーラムを行います。 

 そして、地域の活動に前向きに参加するためには住民同士の関係構築が必要です。人と会わなくても

関係がつながりやすい世の中でありますが、対面で人と協力していく経験は何よりも大事だと考えます。

世代間を超えて交流し、関係性を深めることで地域行事が活性化し、より良い地域になります。 

 当委員会は地域コミュニティが活性化し、住民たちが交流する中で互いに学び、助け合い、関わり合え

る環境作りに取り組んでまいります。 

◆ 事業計画  

・幅広い世代の方達にこの地域について自分ごととして考えていただく事業の実施 (3月) 

・大人が地域の役割を再認識する事業(6月例会) 
・世代間を超えて関係性を深める事業(10月例会) 

・メンバー一丸となった会員拡大運動の実施 

  


